
水土里情報を活用したストックマネジメント事業の活用事例について紹介します。

水土里ネット滋賀、滋賀県

内容：○土地改良施設の効果的・効率的な保全更新対策を実施していくため、水利
施設の基本諸元や補修履歴、診断評価などの各種情報を水土里情報シス
テムに入力し、関係機関と施設情報の共有を図る。

経緯：○本県の農村地域には、基幹水利施設として農業用ダムや揚排水機場など
１２５箇所、末端水利施設を含めた農業用の用排水路にあっては、総延長
１３，０００ｋｍにも及ぶ膨大な水路が張りめぐらされているが、施設の多く
は整備後３０年以上が経過しており、年々老朽化が進行している。

○また、農業者の減少・高齢化、農村の混住化が進行し、土地改良区や農業
者の共同作業が支えてきた水利施設等の維持管理体制が脆弱化している。

○農業水利施設の適正な保全と計画的な更新を行い、あわせて地域ぐるみ
の協同活動を推進するなどにより、本県の農業生産に不可欠な社会資本
である農業水利施設を保全する対策が必要。

○水土里ネット滋賀にアセットマネジメントセンターを平成２５年度に設立し、
関係機関と連携しながら、滋賀県農地・農業用水利施設管理システムに農
業水利施設の各種情報を入力し、本システムの効果的な運用に向け、検
討を実施。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第５２号

（１／２）

今回紹介する団体：

「施設名」「管理者」「構造」「規模」「延長」「施工年度」
「診断評価（S評価）」等の情報整備

滋賀県農地・農業用水利施設管理システム：基幹用水路等の施設画面



関係機関と情報共有を図り、効果的・効率的な土地改良施設の保全更新対策を
実施していくために、水土里情報システムの活用を推進していく。

今後の活用予定

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、溝添） 03-6744-2212（直通）

■お問い合せ先

滋賀県土地改良事業団体連合会 アセットマネジメントセンタ－ 0748-42-7144（直通）

１．地図情報で蓄積された情報は、関係機関にフィードバックし、日常管理や機能
保全計画の策定等に活用。

２．施設の診断評価（S1～S5）等を着色表示することにより視覚的に把握ができ、
関係機関との情報共有が可能。

（２／２）

診断評価

（S評価）

＜GIS上の色分け＞
・GISの路線表示で、属性情報
ごとに色分けして表示すること
が可能。
施設の診断評価ごとに色分け
して表示。
・S-1：赤
・S-2：黄
・S-5：青

→ どの路線を早急に対策す
べきか一目で把握が可能。

診断結果（機能保全計画書データ）の表示

滋賀県農地・農業用水利施設管理システム：基幹用水路等の施設診断評価画面


